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１．はじめに 
 
 法政大学多摩キャンパスは広大かつ緑豊かでハイキングコースもあることから、日ごろから
近隣住民などに親しまれ、キャンパス散策などを楽しんでもらっている。本年度は、筆者らに
よる、多摩キャンパスにて子どもたちに科学の楽しさを知ってもらうための化学実験教室の実
施企画案が、独立行政法人科学技術振興機構の地域科学技術理解増進活動推進事業「地域活動
支援」平成20年度２次募集企画に採択され、さらに“化学オリンピック日本委員会”の協力を
得ることができた。 
 本報では、子どもたちに化学の夢と魅力を伝えることをめざし、幼稚園（保育園）年長から
小学校６年生までの子どもたちを対象として、新しく開発した“進化型”教材をつかった体験
型の化学実験教室を実施した内容について報告する。 
 
２．実験教室実施の背景と目的 
 
 山﨑は、近年の日本の理科教材および知育玩具の問題点、ならびに教材や玩具の理科離れ抑
制効果についての研究を行っている。今回の実験教室では申請者の開発した他のものとは違う
独自の実験教材を子どもたちに提供して、“化学”の面白さを、子どもと同伴の保護者あるい
は引率者に伝えることを目的とした。また、近年の理科教育に関する世間の流れから、“化学”
教育の重要性も再認識されつつある。化学は自然科学の中でもセントラルサイエンスとして位
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置づけされる中核的で重要な学問であるにも関わらず、他の生物学や地学などに比べると、子
どもたちに、その身近さや大切さを肌で感じてもらえるチャンスが少ない現状にある。わが国
における子どもたちの科学への無関心や、理科離れ、科学技術力（ものづくりの力）の低下が
叫ばれている中、本企画では、少しでも子どもたちに”化学”を楽しんでもらいたいと考えた。
ここで実験教室のタイトルにも使った、“進化型”教材とは、低年齢の子どもたちでも“化学”
を身近に感じることができるよう、装丁デザイン・実験の手引き・内容その他が相乗効果を生
みだすように工夫されたもののことで、申請者の独自の研究に基づくものである。 
 また、都心部と比べて体験型の実験教室などへの参加のチャンスの少ないと考えられる多摩
地区の子どもたちを中心に”化学”を実感するチャンスを与えたいと考え、法政大学多摩キャ
ンパスで実施することとした。これはJSTの“地域活動支援”という点で目的が合致し、採択
の理由のひとつになったものと考えている。今回の実験教室では独自のアンケートを実施し、
その結果を元に今後の研究、すなわち、今の時代に求められる教材のあり方や魅力的な教材開
発の手法についてのヒントを得ることも目的とした。 
 
３．実施内容 
 
１）開催日時と会場 
 体験型化学実験教室を、９月の２回の土曜日に同じ時間帯（午前10時半～12時）で、違うテ
ーマ内容を準備して開催した。参加者には事前にどちらか１回または両方の日程のどちらかを
希望してもらい、参加できるようにした。実験教室の開催場所は、法政大学多摩キャンパス12
号館（研究・実験棟）、４階の化学教室（実験室）とした。 
第１回目 2008年９月６日（土）：法政大学多摩キャンパスのオープンキャンパスが実施され
る日と重なったため、京王線めじろ台駅およびJR線相原駅からの朝10時発の無料バス
を利用できるように配慮した。マイカーでも入構できるよう駐車場の確保をし、場所
誘導を防災センタースタッフおよびゼミの学生にて行った。 
第２回目 2008年９月20日（土）：オープンキャンパスはなかったので、公共交通機関または
マイカーなど希望の方法で来られるように配慮した。 
２）実験テーマの内容詳細 
 参加者には一日に２つのテーマを約30分ずつで体験してもらった。いずれも製作物などのお
土産付きとした。 
【第１回目（９月６日）】 
テーマ１．『入浴剤づくり』 自分で香りつきの入浴剤を作り、自宅などのお風呂で楽しんで
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もらうことにした。実験原理は、炭酸水素ナトリウム（重曹）が水に溶けるときに酸を共存さ
せることで二酸化炭素（気体）がたくさん発生することを利用している。実験に必要な試薬類、
道具など全て一人分ずつのキットになるようにあらかじめ準備した。オリジナルの実験テキス
トを自作し、製作物とともにテキストをお土産として持ちかえってもらった（資料１）。 
テーマ２．『カラフル炎！（固形燃料づくり）』 固形燃料を作り、金属塩の金属の種類によっ
て炎の色が変わることから花火の原理を楽しむ実験とした。ここでは、酢酸カルシウムのゲル
がエタノールを抱き込むことを固形燃料づくりの原理としており、水を使って燃料が作れるこ
とを理解してもらった。準備やテキストはテーマ１と同様に持ちかえってもらった（資料２）。 
【第２回目（9月20日）】 
テーマ３．『プラバンアクセサリーを作ろう』 ポリスチレンの板の加熱による収縮を利用し
て、各参加者にオリジナルプラバンアクセサリーを作ってもらった。“光るプラバン”と称し
て、蓄光成分の入ったポリスチレン板からも同様のものを作ってもらった。オーブントースタ
ーをレンタル業者から20台、全日より２日間借りて利用した。クレヨン、油性および水性マー
カー、色鉛筆、などによりいろいろな着色を参加者に試してもらった。 
テーマ４．『プラスチックのリサイクルを体験しよう』 
 オリジナルの教材を事前に製作し、ゲーム感覚で材料およびリサイクルについて学んでもら
った。日本化学工業協会、プラスチック処理促進協会、㈱リサイクルアンドイコールなど多く
の団体や企業の協力により、材料や情報を提供
してもらって教材が完成した。 
３）参加者の募集と案内について 
 下の複数の方法で、先着各50組として募集を
行った。募集締め切りの後、参加証（右図）お
よび詳細情報を送った。製作物のお土産代など
として200円の経費必要の件は、事前にお知ら
せした（実験中の万一の事故に備えた保険加入
はJSTの方で予算およい手配準備を依頼でき
た）。 
①大学のホームページの利用 
 大学の総長気付広報担当に協力を要請し、法政大学のホームページのニュースのURLから申
込内容（PDFあるいはテキスト）をダウンロードしてEmailまたはFAXで申込んでもらえるよ
うにした（http://www.hosei.ac.jp/news/shosai/news_788.html）。 
②地域の自治体や教育機関への要請と協力 
参加証のイメージ： 
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 町田市では市の広報誌（08.08.11版11頁）に記載、八王子市では教育委員会事務局生涯学習
スポーツ部生涯学習総務課を中心に小学生などの訪れやすい図書館あるいは児童館等でちら
しの掲示および配付の協力がそれぞれあった。八王子市立小学校PTA連合会は会合等での紹介
活動を、その他、東京都多摩教育事務所、八王子市環境部環境保全課などにおいても、広報活
動に積極的な協力があった。 
③法政大学多摩環境委員会の活動との連携 
 多摩環境委員会では、大学の環境活動の一環として本事業をとりあげ、多摩環境委員会事務
スタッフが近隣地域への回覧板の中に本事業のちらしを入れ込む協力をした。 
 
４．運営方法 
 
１）スタッフ 
 実験教室の実施主担当者として経済学部山﨑が、また実施福担当者として岡部雅史教授があ
たった。化学オリンピック日本委員会と協賛し、化学普及のポスターなどの無料提供があった
（ただし具体的な資金援助はなかった）。 
 実験の準備（１テーマにつき半日程度）や当日の
実験補助として山﨑ゼミの学生が、1日あたり４名当
たった。その他、多摩総務課の方が立て看板を正門
近くに準備し、ゼミ学生および防災センタースタッ
フ（HU）が当日の駐車場および会場への誘導などを
協力した。 
２）消耗品等の入手、会計管理 
 消耗品等については、JSTからの助成金50万円以
内にて基本的に立替払いにて執行した。品物の発注
作業等には研究実験棟の事務局のスタッフも手伝い
に当たった。 
３）安全管理と事故への対処マニュアルなど 
 実験教室実施場所および建物全体の設備等の安全
性を確認し、本学総務課および防災センターへ事前
連絡を行った。また今回の実験で使用した試薬のほ
とんどが毒性を発現しないものではあったが、厳重
な注意のもと試薬の管理等を行った（試薬例：炭酸
 
実験の様子１（プラスチック教材） 
 
実験の様子２（プラバン工作） 
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水素ナトリウム、酢酸カルシウム、硫酸ナトリウム、食塩、ポリスチレン、など）。 
 その他一部の実験で、マッチなどの火を使う場面があるが、設備等の安全を確認した上で予
備実験を行った。さらに万が一の火傷や怪我に備え、救急箱を設置した。緊急時の対策マニュ
アルとして、緊急連絡網を準備し、天災や火災などの場合には本学防災センターが、怪我・病
人の発生の場合には本学診療所職員が処置を行うこととした。 
 
５．実際の実験教室開催の状況 
 
１）参加人数と内訳 
第１回目：子ども39名（未就
学児童６名）、付添いの大人29
名。 
第２回目：子ども29名（うち
未就学児童４名）、付添いの大
人27名。 
２）内容について 
 例として第1回目当日の実
験教室で実施したタイムスケ
ジュールを次に示す。 
 9:00－10:30   助手とともに実験の準備。器具および材料の稼動状況、個数確認。 
10:30－11:00     受付開始。参加費の徴収。人数確認など。 
11:00－11:20   注意点および実験方法のガイダンス（安全教育約10分含む）。 
11:20－11:40   テーマ１”入浴剤を作ろう” 
11:40－12:10    テーマ２”固形燃料を作ろう” 
12:20－12:30   子どもおよび保護者（付添い）対象のアンケートを実施。参加者の解散。 
12:30－13:30   学生（助手）とともに片付け。防災センターに連絡後、スタッフの解散。 
 
６．開発した教材 
 
 第１日目のために、上記ふたつのテーマについて、独自に実験キットを二種類製作し、実験
内容に沿ったテキストを作成した。 
 実験キット製作のコンセプトとして、消耗品は100円均一ショップ等で気軽に入手できるこ 
   
実験の様子３ （スタッフによる説明など） 
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と、試薬にはできるだけ身近なドラッグストア等で入手できること、そして安全性ができるか
ぎり確保できるものを使うこととした。詳細は、資料１のとおり。 
 また、プラスチックについて学ぶ教材についてはデザインから内容までオリジナルの製品と
した。カバーデザインは、ハイセンスでかつ小学生および中学生に親しみをもたれることを重
視した。“内容は、遊びながら学べる”ことを重視しパズルやゲームを取り入れた。 
 
７．参加者へのアンケート実施 
 
 アンケートへの協力人数は、第１日目では子ども39名大人24名で、第２日目では子ども29名
大人19名であった。以下に大まかな回答の結果を示す。 
   
 教材のパッケージ（表）   １ピースごと材質の異なるパズル 
     
     説明書の一部       材質と製品の関係カードゲーム 
    
 リサイクルを学ぶジグソーパズル    プラスチックの原料紹介 
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１）体験型実験教室への参加履歴 
 今回の法政大学での参加者のうち85％の子どもたちが、体験型の実験教室への参加経験がな
いことがわかった。多摩地区の子どもたちが、都心部の子どもたちに比べて圧倒的に体験学習
しにくい状況にあることがわかった（同年８月に実施した、浅草小学校における同様の体験型
実験教室（化学オリンピック主催）では、参加者の84％が東京都23区内在住であり、全参加者
の67％の児童が体験型実験教室の参加経験を有していた。そこでは約半数の児童が３回以上の
実験教室の経験を有していた。） 
２）実験への理解度 
 第１回目の実験では82％、第２回目では72％の参加者が、実験の内容がわかりやすかったと
の回答であった。実施担当者としては、未就学児童および低学年も多いことを想定し、わかり
やすい内容と説明に努めたが、実際にわかりやすいものが提供できたと考えられる。実施主担
当、副担当以外にも、子供たちに親しみやすい大学生が実験補助としてあたったので、その人
数や人選なども適切であったと考える。 
３）実験を楽しめたかどうか 
 第１回目の実験では100％、第２回目では93％の参加者が「楽しかった」、または「まあまあ
楽しかった」との回答であった。 
４）実験教室にまた参加したいかどうか 
 第１回目で97％、第２回目で100％の児童が、その後も体験型実験教室へ参加したい、との
希望をしていることがわかった。この数字から、今後も多摩地区での実験教室を積極的に開催
する意義を感じた。 
５）博物館来訪経験と実験教室の関係について 
 今回の参加児童のうち30％が全く博物館（科学系以外も含め）を来訪したことがなく、また
上記の23区内の児童では10％が来訪経験なし、との回答であった。多摩地区の小学生は、23区
内の小学生に比べて、“博物館”を縁遠く感じていることが数値的にも明らかとなった。近年
は体験型実験学習の多くが科学系博物館で開催され、また開催の情報も博物館に集約されてい
ることも多いことから、博物館の利用と実験教室の経験についての関係が示唆された。 
６）理科学習の必要性について 
 今回の参加児童、保護者ともに90％以上普段の生活および将来的に「理科が役立つ」との回
答であった。また、自由記述においては体験型実験学習の必要性を強く要請している意見が多
いのが目立った。 
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８．まとめ 
 
 本実験教室開催では、当初の目的、開発新教材（オリジナルの化学実験テキストおよび、プ
ラスチックを学ぶ教材）を実際に使用してもらうこと、そして多摩地区の子供たちに体験型化
学実験を楽しんでもらうこと、の両方を実施できた。さらに参加者にアンケートを実施して有
用な回答を回収できたので、今後の教材開発への指針や、都心部の子供たちとの状況比較など
も行うことができた。 
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